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内 容主 な

ゼロカーボンアクションで
地球にやさしい生活を始めよう

●ゼロカーボンアクションで地球にやさしい生活を始めよう　1
●第二次草加市環境基本計画（第二版）令和3年度の取組状況　 2、3
●地球温暖化防止活動補助金　受付中！　　　　　　 4
●野外焼却は禁止です　　　　　　　　　　　　　　4

●河川等の異常水質事故防止にご協力を　　　　　　4
●草加環境推進協議会会員を募集　　　　　　　　　4
●そうか生きもの調査員を募集中！　　　　　　　　　　 4
●そうか生きもの調査報告書2016-2020を公開しています　4

　令和3年4月に草加市など5市1町は、「ゼロカーボンシティ」共同宣言を行い、持続可能な脱炭素社会の構築に
向けて、「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ」を目指して事業に取り組んでいます。市民の皆さん、事業者の皆さ
ん！今日から取り組める「ゼロカーボンアクション」に一緒に取り組み、地球にやさしい生活をしてみませんか。

節電・節水を心掛けよう

　日々の暮らしの中で気軽に取り組めるアクションはたくさんあります。皆さんも意識して実践してみましょう。小さな積み
重ねが多くの効果へつながります。

今日から始めてみよう、ゼロカーボンアクション

☞

　太陽光発電システムの設置や電気自動
車の使用などは、CO2排出量削減へつな
がります。将来に備えて設置・購入を検討
してみませんか。草加市では、このような
設備・機器を購入される市民の方に補助
金を交付しています。詳細は4面をご覧く
ださい。

●資源化するためには、正しい
分別が大切です

※1　リデュース＝発生抑制、
　　　リユース＝再使用、
　　　リサイクル＝再生利用

☞ 公共交通機関や自転車を活用しよう
●パークアンドライド※2やエコドラ
イブを心掛けましょう

※2　自動車を最寄り駅などに駐
車し、そこから公共交通機
関を利用して目的地まで移
動する方法

☞

☞ 地産地消を心掛け、食品ロス
を減らす工夫をしよう
●食品ロスは1人当
たり1日「茶碗1杯
分のごはん」と言
われています

☞

●夏季の猛暑や熱帯夜による熱中症搬送者の増加
●ゲリラ豪雨など異常気象に伴う、農作物への影響や自然災害の増加
●クマゼミなど今まで市内に生息していなかった生きものの進出と
それに伴う生態系への影響（在来種との競合）など

●エネルギー使用量、CO2
排出量の削減につながり
ます

●マイボトルやエコ
バッグなど長く
　使えるものを
　選びましょう

繰り返し使えるものを
選ぼう

もっと！ゼロカーボン
アクションをしてみよう 地球温暖化による影響

　また、コロナ禍では、経済活動の低下に伴い一時的にエネルギー使用量の減少が見られましたが、
家庭部門は増加傾向にありました。これはテレワーク等、在宅時間が長くなったことから、自宅でより多
くのエネルギーを使うことが原因であると考えられます。経済活動が徐々に回復しつつある中で、今後
はエネルギー使用量の増加が見込まれます。
　一人ひとりが普段の生活でゼロカーボンアクションを少し意識するだけで地球環境を守ることにつなが
ります。「人と自然が共に生きるまち　そうか」の実現のためにご協力をお願いします。

ごみの分別処理や 3R※1 を心掛けよう

　地球温暖化に伴う気候変動や生態系の変化などによ
り、草加市でも私たちの生活環境に大きな影響が生じて
います。


